
第５章 微分法 ２・いろいろな関数の導関数

２ １ 対数関数・指数関数の導関数（その１）

（１／１１）■ 対数関数の導関数 ■

対数関数の導関数（基本形）

★知識の整理★

【１】対数関数の導関数(基本形①)

対数関数ｙ＝ の導関数について考えよう。

＝ Ï定義にしたがって微分

＝ Ï

＝

ここで， ＝ｔとおくと，ｈ→０のときｔ→０であるから，

＝

＝

そこで，ｔ→０のときの の極限を調べてみよう。

上の表からｔ→０のとき， が一定の値に近づくことが予想される。そして，

実際に， は極限値をもつことがわかっている。この極限値を で表す。

すなわち， ＝

この を使うと， ＝ となる。

とくに，ａ＝ のとき， ＝ である。 Ï

（次のページへつづく）Æ
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【いろいろな関数の導関数 №２（１／１１）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

【２】対数関数の導関数(基本形②)

を底とする対数 を，χの自然対数という。

自然対数 は，底の を省略して と書くことが多い。このとき，

，

であるから，前ページの対数関数の導関数は，次のようになる。

＝ ＝ となる。

とくに，ａ＝ のとき， であるから， ＝ である

Ô 対数関数の導関数 Ô

基本形①： ＝ Ï底が の場合（自然対数の場合）

基本形②： ＝ Ï底が 以外の定数の場合
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




